
１．はじめに

本工事は、船明ダム湖に隣接した(国)152号道路で、ダムの水位調節により水位変動が起こ

ることから、路体の細粒分が流出し、路面が沈下し、クラックが発生したため防災工事とし

て地盤改良とアンカー工を施工する工事であった。

2．工事概要

(1)　工　事　名 平成20年度　災害防除事業(国)152号道路防災工事(船明その２)

(2)　工事個所 浜松市天竜区船明地内

(3)　工期 平成21年3月25日　～　平成22年2月28日

(4)　発注者 浜松市天竜土木整備事務所

(5)　請負会社 株式会社　天竜アキヤマ　　　　　　　現場代理人　松本　博文

(6)　工事内容

3．標準横断図

構造物撤去工 構造物取壊し工 舗装版取壊しt=28cm m2 1290.0

基層(再生粗粒20)t=50 m2 1290.0

1180.0

表層(再生粗粒20)t=50 m2 1290.0

上層路盤(粒度調整砕石)t=150 m2

m3 150.0

m2 1160.0

4110.0

枚 60.0

m2 3512.0

空m3

本 48.0

本 12.0

舗装工 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 下層路盤(再生下層路盤材)t=150

アンカー(受圧板) 受圧板設置工(ｸﾛｱﾌﾞﾛｯｸ)

アンカー(足場) 足場工

ｱﾝｶｰ長L=25.5m

法面工 アンカー工 ｱﾝｶｰ長L=19.0m

地盤改良工 固結工 軟弱地盤処理工(ﾐｷｼﾝｸﾞﾌｫｰｸ工法)

残土処理工 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

道路土工 掘削工 ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削積込 m3 150.0 排ガス対策型

施工延長　　L=195.0m

ダム湖でのアンカー施工について
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4．現場における問題点

アンカーはダム湖内での施工で、足場(単管足場)が水中になることから、設置が困難なことと

削孔水・グラウト材の戻り、マシーンから出る油等による水質汚染が問題となった。

5．施工検討

　水中で単管足場を組むことは困難な為、Ｈ鋼にて軸柱を設置し、上部のみ単管で組立る工法

を検討した。

しかし、施工が大掛かりになり、コストが上がってしまうことから、鋼製の吊型足場に変更し

検討した。

足場の構造は、足場上に乗る全ての資機材と作業員、あと削孔時と抜管時にかかる負荷を足

して最大上最荷重を求め、それに耐えうる構造とした。

枠組･梁部分　　H200*200*8*12　　梁間隔1.0m

梁上部大引き　 □50*50　間隔0.5m

※下記図面参照

足場の固定は、擁壁を削孔した後、エポキシアクリレート樹脂系の接着剤を注入し、アンカ

ーボルト(ネジ節異形棒鋼D22　L=500)とした。

アンカーボルトの計算は、せん断強度・引張強度に対して行い、使用本数はタテ材1本当り6本

となる。設置個所は、タテ材の両側に１本づつ配置することとし、頂部2本＋法面部4本の計6

本とした。

吊型足場は毎日クレーンでの移動が必要であり、道路の幅員は一車線4.1m片側交互通行の施

工のため、旋回範囲を考慮すると25tが限界であった。

よって、足場の重量を最小限に抑えることと、施工性を考慮し足場の寸法を決定した。

水質汚染に関しては、マシーン下に受皿とポンプを設置し、汚水・汚物の流出を防止するこ

ととした。
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6．実施状況写真

足場組立完了写真

寸法　Ｗ4000＊L5000*2(Ｌ10000)

アンカーボルト位置(柱1本当り両面で6本)

足場移動状況写真

使用機械　25ｔトラッククレーン

削孔状況写真

アンカーピッチ3.0mにつき、一足場施工

本数2本

汚水・汚物流出防止用受皿設置状況写真

受皿を設置し、水中ポンプにて汲み上げ道路上

のトラックに積み込んだタンクに処理する。

油吸着マット設置状況写真

受皿の中に吸着マットを敷き、マシンから出る

油を吸い取る。



7．施工効果

アンカー設置全延長180.0mに対し、足場の移動回数は36回であった。

足場を1回移動するのに、固定ボルトの削孔に時間が掛ったことと、アンカーボルト接着剤の

硬化時間が外気5℃で75分となっていたため換算すると約半日となり全体で18日間の手間が掛っ

た。組立・解体には5日間ほどかかり、足場に要した日数は合計で23日間であった。

しかし、足場(W4000*L5000)を２基設置したことで、アンカー設置と並行作業ができ、全体工

程を短縮する事ができた。

クレーンの旋回時、一般車両の通行幅員が狭くなってしまったが、クレーンの運転手と交通

整理人で無線連絡を行ったことで、旋回時の交通誘導が安全に行う事が出来た。

吊型足場のコストは単管足場設計と同等で行うことができた。

水質汚染に関しては、受皿・吸着マットを設置したことで、汚水・汚物の流出を最小限に抑

えて、日々施工個所の川水を汲み取りphを測定した結果、異常もなく施工する事ができた。

【アンカー工完成写真】

対岸より

8．おわりに

今回の工事では、厳しい現場条件の中、発注者及び関係各者との協議を密に行ったことで

施工性・経済性・安全性において、より良い成果が得られました。

また、発注者(浜松市役所)からは、高い評価を頂き、優良施工業者認定の対象工事に選ばれ

ました。更に工事全体の評定点も目標以上の高得点でした。

最後に、今後も発注者・関係各者とのコミニュケーションを図ることを重点におき、その現

場に適した施工方法などを提案する事に努めていきたいと思います。


